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序

北湯舟A遺跡は平成5年度に第 l次調査を実施し、縄文時代中期の住居祉が出土しています。

この住居祉の覆土中からは多量の縄文時代中期初頭の土器が出土し、同時代の一括資料として貴

重な資料を提供しました。

今回の調査地点はこの調査区の南に隣接しており、当初は縄文時代中期初頭の集落祉が出土す

るのではないかとの期待がありました。しかし残念ながらかつての住宅造成によって削り取られ

てしまった箇所が多く、埋没した谷が発見されただけで、集落祉の存在を証明することはできま

せんでした。この発見された谷の包含層中からは縄文時代前期後半の土器片が多量に出土し、土

器の廃棄場所として利用されていたと考えられます。

北湯舟A遺跡はこの調査によって遺跡の西半部を調査したこととなります。縄文時代中期の集

落の中心部は、今回の調査区の東に隣接している地域にあると推測することができるようになり

ました。この地域には活断層が何本も通っており、縄文時代当時にも大きな断層が現れていた可

能性が高く、その断層を避けて集落がつくられていた可能性も考えられます。

今後この地域の調査が進んでいくことによって縄文時代前期から中期の生活の様子が明らかに

なる可能性もあり、その点では貴重な調査になったと思われます。

おわりに、直接調査に携わったみなさんをはじめ、終始協力的に対処していただいた長野県住

宅課のみなさんに厚く御礼申し上げます。

辰野町教育委員会

教育長小津幸彦
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1.本書は長野県営湯舟団地建て替えに伴う長野県上伊那郡辰野町大字伊那富1032番地に所在す

る北湯舟A遺跡、の第2次発掘調査報告書である。

2.発掘調査は辰野町教育委員会が長野県住宅部住宅課の委託を受けて実施した。なお、発掘調

査の組織については発掘調査関係者名簿として別掲した。

3.発掘調査は平成8年7月22日より同年9月24日まで現場の作業を行い、同年10月 1日より平

成9年l月31日まで遺物等の整理および‘報告書の作成を行った。

4.発掘現場における記録は福島永が担当し、遺構等の実測図の作成は遠藤博史、大森淑子、上

島元彦、古畑明美、三浦さや香が行い、遺物等の実測図及びトレースの作成は赤羽弘江、大

森淑子、佐藤直子、白鳥栄子、竹内みどりが行った。なお土器復元は福沢幸一氏にお願いし

た。また遺構全体測量図・航空写真および石器の実測は(欄ジャステックに委託した。

5.地形・地質及び歴史的環境については 『北湯舟A遺跡jに詳しいので参照されたい。
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発掘調査協力者 板倉たせ子、遠藤博史、大森淑子、長田作衛、垣内諭、上島元彦、
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第1章調査の契機と経過

第1節保護協議の経過

平成5年5月に長野県住宅部住宅課より県営住宅の建て替え事業に伴う埋蔵文化財の取扱いに

ついて協議の要請があった。これに対して、辰野町教育委員会と、住宅課において同年6月に保

護協議を実施した。この協議の際、現在建っている県営住宅を取り壊し、新たに宅地造成を実施

したのち、 4階建ての住宅を建設したい。また、この事業は平成7年から 3カ年の事業として行

いたいという事業の説明があった。教育委員会では、同地が北湯舟A遺跡として縄文時代の遺物

散布地であることを説明し、造成工事前に発掘調査が必要であることを説明した。平成6年に第

I期工事箇所約5，OOOrrfについて試掘調査を実施し、その後引き続いて本調査を行い、縄文時代

中期初頭の一括土器が出土した住居祉を検出するなどの成果をおさめて終了した。

翌7年の10月に、県住宅課と第E期工事に伴う埋蔵文化財の保護協議を実施した。その結果、

第E期工事は開発対象面積およそ7，000rrfであり、平成9年 1月には造成工事に着手する予定で

あることが判明した。このため、平成8年度当初よりの調査が必要であったが、別の調査が行わ

れる予定であるため、 10月頃より調査を始める予定であると説明して理解を得、 7月より調査を

開始した。しかし、調査前に予測していた遺構の分布範囲内が、かなり破壊を受けており、調査

対象面積が縮小した。このため、急逮住宅課と協議を行った結果、将来開発が行われる予定であ

る第皿期工事箇所も継続して発掘調査を行うこととし、 9月に変更契約を結び、この地区にも調

査範囲を拡大した。

第皿期工事箇所については、遺跡の保存状態は比較的良好であったものの、谷地形であったた

め、住居祉等の出土はなかった。そのため、調査も短期間のうちに進み、同年9月24日、現場で

のすべての作業が終了した。
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第2章発掘調査

第1節 調査の方法と調査結果の概要

調査は、トレンチを入れて遺跡の状況を把握しながら重機によって表土を除去していき、遺構

の検出はジョレン等を使用して手作業で実施した。また、遺構内の覆土は移植ゴテ等を使用して

掘り下げ、半割にして層序を記録しながら掘り進めた。遺跡全体の土層については事前のトレン

チにおいて記録している。

調査に際して国土座標(第四座標系)を基準として 2mの基準方眼を設定し、東西をアルフア

ベットで、南北を数字で表現している。

遺物の取り上げに際しては遺構別とし、埋没谷については土層ごとに一括して取り上げ、必要

に応じて図化および、写真撮影を行ったものもある。整理作業では遺物台帳を作成し、遺物には遺

物番号を注記している。

今回の調査によって出土した遺構・遺物の概要は巻末の遺跡報告書抄録に記載している。

第2図発掘調査区位置図 (s= 1/2，500) 
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第1号土坑(第3図)

第3章遺構と遺物

第1節縄文時代の遺構と遺物

AT-46より検出された。直径80cm、現存する深さ30cmである。土坑底部より浅鉢の破片と、

石皿の破片が伏せた状態で出土している(第4図1・2)。

浅鉢は、内面の口縁部付近に竹管状工具による角押文が施されていた。縄文時代中期中葉のも

のと思われる。石皿は約 1/2個体出土している。また、覆土中からは縄文時代中期初頭の破片

が3片出土している(第4図3-5)03は口縁部の破片で、上部に無文帯を残しその下部に半

載竹管状工具による平行沈線文で文様を施している。また、この文様帯の上部には突起が貼付さ

れている。4・5は同一個体と思われる。2片とも横位の半肉隆線を数条引き、その聞に沈線に

よって格子目文を施文している。体部上部の破片である。

第2号土坑(第3図)

AT-42より出土している。直径90個、現存する深さは20cmである。

遺物は覆土中より 1片出土している(第4図8)のみである。体部上部の破片で、半裁竹管状

工具によって縦位の平行沈線を施している。中期初頭の土器である。

第3号土坑(第3図)

AV-50より出土し、直径70cm、深さ35cmで断面は袋状を呈している。

第4号土坑(第3図)

直径90cm、深さ65cmであり、 AW-43より出土している。この土坑の覆土からは中期初頭の土

器片2点(第4図6・7)が出土している。6は口縁部の破片で、横位の半肉隆線によ って区画

された中に平行沈線によって格子目文を施し、その後再び横位の半肉隆線を施文している。7は

体部の破片で、地文としての縄文の上に平行沈線文によ ってY字文を施している。

第5号土坑(第3図)

BC-48より検出されている。直径120cm、現存する深さは最深部で20c皿である。

第6号土坑(第3図)

BA-51より出土した断面すり鉢状の土坑である。直径70cm、深さ35佃である。東側にテラス

状の段がI段検出されている。
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第7号土坑(第3図)

AR-41より検出され、直径150cm、深さ15cmの断面皿状の土坑である。

第8号土坑(第3図)

直径100cm、深さ50cmの土坑で、北部は住宅の基礎によ って一部破壊されていた。BB-52より

出土している。

第9号土坑(第3図)

直径80c皿、深さ30佃の土坑である。AI-4付近より検出されている。

第10号土坑(第3図)

長径140cm、短径115cmの楕円形を呈し、深さ20c皿を測る。南西部に直径75cmほどの土坑が重複

して出土している。AL-5より出土している。

第2節 その他の遺構と遺物

不明遺構(第5図)

AJ-6より検出された遺構である。長径l.lm、短径1mの不整円形で深さ約20cmを測る。谷

地形の北向き斜面に斜めに掘られている。

¥ -t;;]~ 

言iZ:in.I

主『ー-、- ， ______~______3 

t 崎地色土(黄色4組まじ剖 a 

2 暗貨働色土{貧色土ややまじる} 守

3 附綱同色土【貨色肢をおび
.. 色土..耳障巳る》

4 貧色土{附網島色土まじる} o 1阻

第3節その他の遺物

第6図から第16図は埋没谷の包含層より出土した遺物である。

今回の調査区からは縄文時代前期後半より中期中葉および古代

から中世までの遺物が出土している。

前期の土器はいわゆる十三菩提様式および諸磯c式のものが中

心となっている。

第5図不明遺構実測図

第8図1-6・8・9は諸磯c式の系統である。結節浮線文を

縦位に施文しているもの(1・5-6)や、同心円状に施文して

いるもの (2)もある。また、 4・8は沈線文の系統の土器であ

る。いずれの土器も体部である。また、 7は結節浮線文がL字状に屈曲して施文されている。

第8図10-14・第9図1-14は体部と口縁部の境界部分が大きく くびれ、斜縄文を地文として

結節浮線文をジグザクまたは円状に貼り付けている。第9図1-4は波状口縁部であり、 1. 4 
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はその突起の部分である。内部は空調に作られており、口縁部の内・外面には結節浮線文を密に

施文している。第 8 図10~14 ・第 9 図 5 ・ 6 は平日縁をもっ器形である。第 8 図10~14は同一個

体で、口縁部と体部との境界が大きくくびれ、口縁部がやや内琴ぎみに立ち上がっていく形体で

ある。口縁部の一部には12のように突起がつけられている。

第 8 図15~26は斜縄文を地文としてその上に細めの粘土紐を貼りつけたものである。粘土紐は

斜位に貼りつけられたものや縦位に貼りつけたもの、両者を組み合わせたものなどがある。

第 8 図27~33は斜縄文を地文としてきわめて細い粘土紐を貼りつけたものである。 27 ・ 28は口

縁部に直径4凹ほどの円環を 2段貼りつけたもので、その下部には結節浮線文を施している。 30

はやや外反気味に立ち上がる口縁部で上部に数条の結節浮線文が引かれている。また31~33は外

面の縄文の上に結節浮線文が貼られており、 32・33は口唇部に細い粘土紐によって作られた円環

を貼りめぐらしている。

第 9 図15~23は扇平遺跡よりまとまって出土した土器の系統の遺物である。 15 ・ 16 ・ 19 ・ 20は

同一個体である。体部下半部には縄文を施文し、口縁部にむかつて外反していく境界付近に押圧

隆帯を巡らしている。 21は押圧隆帯の下部に横位の沈線を数条施文している。 22・23は口縁部に

縦位または斜位に比較的細い粘土紐を貼りつけた、上端部がやや内寄する器形である。

第 9 図25~27は器壁は 5 皿前後と比較的薄手の作りで、斜縄文を地文とした上に、断面三角の

突帯上をV字形に刻んだ竹管状工具で押しヲ|いている。 25は口縁部であるが、口縁部端部には内

面と外面の角に押引文を施している。内面口縁部にも縄文が施文されている。焼成は良好であっ

た。近畿地方よりの搬入品と思われる。

第10図1~10は同一個体である。縄文を地文として隆帯を横位や斜位に施文している。全体に

赤褐色を呈しており、焼成はややあまい。

第10図14~27 ・第11図は縄文時代中期初頭の土器である。第10図20~22 ・ 25 と第10図16 ・ 23 ・

26 ・ 27 ・第11図11はそれぞれ同一個体である。第10図20~22 ・ 24 ・ 25は口縁部が屈曲しており口

唇部上に集合沈線を施文している。外面には縦位の集合沈線と横位の数条の平行沈線によって区

画する文様構成をとっている。口縁部は 2ヶ所もしくは4ヶ所の頂点をもっ波状口縁である。第

10図23・26・27・第11図11は体部が筒状を呈し口縁部は外反して立ち上がる形体である。口縁部

は断面「くj字状に屈曲している。口縁部上部は沈線によって縦位の山形文を施し、下部は縦位

の平行沈線を充填している。

第11図 4~8 も同一個体である。口縁部が外反して立ち上がり、上部において「く J 字状に屈

曲する器形である。口唇部には押引文が施され、その下部には短い粘土紐による突起が貼りつけ

られている。

第11図 9 ・ 10 ・ 12~19は地文に縄文をもたないものである。口縁部上部は格子目文や連続する

横位の山形文を施文し、体部には縦位の沈線や縦位の波状文等が施されている。

第11図20~26 ・第12図 1~5 は体部に縄文をもつものである。口縁部は斜位の格子目文や沈線

文の上に鍵の手状に平行沈線を施文している。また、体部には結節縄文をいれている。
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第11図27・28はやや内奇気味に立ち上がる口縁部で、数条の瓦状押引文を中心として上下に押

引文を充填している。また、口縁部上端部を肥厚させている。

第12図6~13 ・ 15は同一個体の体部の破片である 。 斜位の格子目文を数条の横位の平行沈線に

よって横に区画し、押引文を伴った隆帯で装飾した土器である。

第12図19~26は中期中葉の一群である 。 19 ・ 25はパネル文の系統で19はやや崩れたモチーフと

なっている。23・24は抽象文の系統と考えられる。

第13図~第14図19は縄文の施された土器片である。

第14図25は無文の筒形の形体をした土器と考えられ、内・外面共に整形段階の調整痕を留めて

いる。

第15図は黒曜石製の石器である 。 1~11は石鎌で、この中には比較的大型のもの( 1・2)や

加工途中に破損したと考えられるもの (11) も含まれている。12・13は石匙である。14は石錐の

。 10cm 

第6図 遺物包含層出土遺物(1 ) 

て三

@2 ⑬ 3 

一種と考えられる。第16図は打製石斧および凹石で

ある 。 1 ~ 4 は打製石斧ですべて援型をしている 。

5は凹石で、 2ヶ所に使用痕が確認される。6は磨

製石斧であり石器全体に縞打痕を残している。

第7図は古代以降の遺物である。1は万子で、第

1調査区の埋没谷上部で出土している。2・3は中

世の北宋銭で、 2は紹聖元賓(築書・ 1094年初鋳)

3は祥符通賓 (1009年初鋳)である。

フ
1 

。 5cm 

第7図 遺物包含層出土遺物(2) 
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第 10図 遺物包含層出土遺物(5) 
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第 13図 遺物包含層出土遺物(8) 
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第4章ま と め

今回の調査では第 1調査区からは埋没谷、第2調査区からは土坑群が出土した。第l調査区の

埋没谷は全体に黒色系の土によって占められ、この包含層中からは縄文時代前期末葉から中期中

葉までの破片が出土している。残念ながら層位的に時間差を捉えられる資料にはならなかったが

縄文時代前期末葉の資料は、第2調査区より出土した遺物と比較するとその出土している遺物に

差が認められた。

全体の遺物の出土量を見ると、第I調査区からは総数にしておよそ2，400点の遺物が出土して

いるのに対して、第2調査区ではおよそ450点と 1/5程度の量にとどまっている。第2調査区

より出土している遺物のうち今回図示できたのは、第 8 図 1~6 ・ 8 、第11図14 ・ 16 ・ 20~26、

第12図4・14・17・21・22・26・28・33、第13図1・2・5、第14図17・25であった。

まず、前期の資料を見ると、諸磯 c 式の土器は第 2 調査区にのみ出土しており(第 8 図 1~6 ・

8)第1調査区からは出土していない。一方第 1調査区では晴ヶ峰式と思われる一群(第 9図15

~24) と十三菩提式と思われる一群(第 8 図 7 ・ 9 ~33、第 9 図 1 ~14) が出土している。その

他 3 片ほど近畿地方より搬入された大歳山式と考えられる土器片も出土している(第 9 図25~27) 。

このように第1調査区と第2調査区では出土する遺物に差があり、このことは若干の時期差が諸

磯c式と晴ヶ峰式・十三菩提式の聞にみられるのではなかろうか。第 1調査区からは近畿の前期

末期の大歳山式が出土しているのも非常に興味深いところである。

また、第 1次調査の際にも前期末葉の遺物が出土しているようであるが、実見する時間がなく

詳細については後日にゆずりたい。

次に中期の遺物であるが、五領ヶ台式を中心にして藤内式の土器も一部出土している。中期初

頭の土器は、半載竹管文で施文した沈線文系の土器が第 I調査区に多く見られるのに対して、縄

文を多用する系統は第2調査区に集中しており、注目される。

遺構は第2調査区に集中して出土しており、第 1号土坑からは藤内式の浅鉢の破片が出土して

いる一方、覆土中には五領ヶ台式土器が流入していた。この他にも中期初頭の土器が土坑の覆土

中より出土しており、第2調査区の西部に中期初頭の遺跡が存在することを示唆しているように

感じる。

最後に周辺の遺跡について触れてみたいが、北湯舟A遺跡の南東およそ700mに位置する、上

の山遺跡からは諸磯c式の遺物が一括して出土しており、今回の調査で第2調査区より数点出土

している諸磯c式土器との関係が注目される。今後の検討材料であろう。また、十三菩提式の遺

物は辰野町においては平成5年度に実施した神谷所遺跡の第2次調査に一括して住居祉内より出

土している。しかし十分な資料検討をしていないため、やはり後日の検討材料となろう。

以上のように調査範囲は広くはないものの、この遺跡のもつ意義には大きいものがあると思わ

れる。今後いっそう検討を重ねていかなくてはならないであろう。
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図版2
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図版3
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図版4

1 :第 5号土坑 2 :第6号土坑 3 :第 7号土坑 4:第8号土坑 5・6:第9号土坑
7 :第10号土坑 8 :不明遺構



図版5
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図版7
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図版 10
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図版 11
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